
具体的な年度スケジュールは、令和８年度（２０２６年度）
以降の財政見通しを踏まえて改めて策定する予定です。
決まり次第、広報いたします。

7　広報西ノ島 8月号

西ノ島町総合福祉施設体制整備基本計画

今後のスケジュールは？

２段階に分けて段階的に整備します
小規模多機能型居宅介護・生活支援ハウス・みゆき荘の改修は一体的に実施することが理想ですが、介護人材の
確保や町の財政負担を考慮し、2段階に分けて段階的に整備する計画です。

地域全体で支え合う福祉へ
人口減少が進む西ノ島町において、施設や行政の力だけで全てを支えることは難しくなっています。
別府拠点は、社会福祉協議会が運営予定の小規模多機能型居宅介護を核としながら、キッズエリア
の設置やイベント時のレストランスペース開放など、町民の皆様が気軽に立ち寄れる地域福祉の拠点

を目指します。また美田拠点では、個室になることで面会に気兼ねなくきていただき、施設を「特別な場所」ではなく、
地域の「日常の一部」として、皆様と一緒に支え合う福祉の拠点にしていきたいと考えています。
　この計画は、今を生きる皆さんのためだけでなく、こ
れから西ノ島町で生まれ、育ち、老いていく次の世代の
ための計画です。住み慣れた西ノ島町で最後まで安心し
て暮らせる町であり続けるために皆さんのご理解とご協
力をよろしくお願いいたします。

第
➋
段
階

【美田拠点】みゆき荘の改修・特別養護老人ホームの移転

みゆき荘入所者引越し
みゆき荘1階全面改修
のため、現入所者は生
活支援ハウス（別府拠
点）へ引越し。

１階部分の大規模改修
衛生設備・給湯設備の
全面更新。ユニットケ
ア環境の整備。

２階部分の使用開始
養護老人ホームとして
継続使用開始。
※定員24 名に見直し

和光苑入所者引越し
現在の和光苑（倉ノ谷）
から、移転先（小向：
現在のみゆき荘）へ引
越し。

▶ ▶▶

より詳しく知りたい方は…
西ノ島町のホームページに、
基本計画の本編及び概要
版を掲載しております。

おわりに

第
➊
段
階

【別府拠点】小規模多機能 ＋ 生活支援ハウスの整備

解体工事
旧黒木小学校跡地の体
育館解体を実施。

新築整備（その１）
小規模多機能型居宅介
護を整備。

新築整備（その２）
生活支援ハウス・社協
スペース等を整備。

現入所者の移動先確保
みゆき荘の定員削減に
よる現入所者の移動先
（生活支援ハウス）を先
に確保。

▶ ▶▶
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西ノ島町総合福祉施設体制整備基本計画

広報６月号・７月号で解説した「総合福祉施設体制整備基本計画」。最終回となる８月号では、美田拠点のみゆき荘の
改修計画（養護老人ホームの再編と特別養護老人ホームの移転 )と、今後のスケジュールについてご説明します。
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第３回（最終回） ▶ みゆき荘改修計画と今後のスケジュール

みゆき荘はどのように変わるの？

「和光苑」が「みゆき荘」へ移転・統合します
▶ 老朽化が著しい特別養護老人ホーム「和光苑」は、養護老人ホー

ム「みゆき荘」の１階部分を改修して移転・統合します。
▶ 従来の多床室（相部屋）から全室個室のユニット型へと移行し、

利用者一人ひとりの生活リズムや価値観を尊重したケアを目指
します。

特別養護老人ホーム

「相部屋」から「個室（ユニット型）」へ変わるメリットは？
今回の改修の大きな目玉は、これまでの相部屋から、全室にト
イレと洗面台を備えた「個室」へと生まれ変わることです。

特別養護老人ホーム
定員 27名（長期入所25 名／短期入所2名）

全室個室居室タイプ
ユニットＡ　13室 ユニットＢ　14室

·入所者 11名＋短期入所 2 名
·ＬＤＫ（アイランドキッチン）
·個浴浴室

·入所者 14 名
·ＬＤＫ（アイランドキッチン）
·個浴浴室・特浴浴室 各1室

各居室の整備
　·トイレ・洗面完備　　·車いす・床走行式リフト対応

共用部
　·デイサービス、食堂、事務室、医務室等

プライバシーと安心の確保
感染症対策に強いだけでなく、ご自身の生活リ
ズムで穏やかに過ごすことができます。
ご家族も気兼ねなく

個室になることで、ご家族が周りを気にせず長
時間滞在でき、入居してからもご家族が寄り添
いやすくなります。

対 象 者 自立～要介護５の方で、経済的
困窮・住環境の問題等がある方。

見直し後の
定 員

24 名
（西ノ島・海士・知夫の 3 町村分）

費 用 負 担 措置制度のため、費用は原則と
して公費で賄われますが、収入

（所得）に応じた自己負担が発
生します。

通 所 介 護 １階の改修後も通所介護（デイ
サービス）を継続し、地域住民
も利用可能です。

「みゆき荘」２階部分を
養護老人ホームとして継続使用します
養護老人ホームは、経済的な困窮や住環境の
問題などを抱える高齢者が公費（措置制度）
により入所できる福祉施設です。２階を養護
老人ホームとして継続運営します。定員は 50
名から 24 名に見直し、効率的な運営体制を
構築します。

養護老人ホーム

住み慣れた地域で
1人ひとりに合った生活を続けられるように…

※ 従来の相部屋に比べ、利用料金は上がります。なお、所得や資産
の状況に応じて利用料金（居住費・食費）の負担軽減制度（補足給付）
もあります。
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